
 

 

 

 

生命（いのち）の安全教育月間 

校長 今福 教子 

 １年生が弥生小学校の仲間入りをしてひと月が過ぎようとしています。４月の１年生の教室に

は優しくお世話をしてくれる６年生の姿がありましたが、少しずつ自分たちでできることも増え

てきました。１か月で多くのことを吸収する子供の姿に感心させられる毎日です。１年生が小学

校での生活リズムに慣れると共に、２年生から６年生は上級生としての意識が高まってきまし

た。特に６年生は最上級生としての自覚が随所で感じられます。これからも異学年の交流を通し

てみんながきょうだいのように仲良く、そして互いに成長し合えるような弥生小学校を目指して

まいります。 

 さて、４月は「生命（いのち）の安全教育月間」です。４月２６日の朝の時間、画面を通して

全校の子供たちに、命は尊くすばらしいものであること、自分の命も相手の命も尊重し大切にす

べきものであること、一人一人が大事な存在であることを伝えました。また、昨年に引き続き、

以下のような内容で自分や相手の体を守るための指導をしました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

併せて、ＳＮＳ利用時の留意点や相手との望ましい距離の取り方等に

ついても話をしました。「生命の安全教育」は継続して実施していくこと

が大切です。今後も発達段階に応じて指導していきます。 

  5月は、休日が続いて外に出かける機会が増えたり、薄着になったりす

る季節でもあります。学校と家庭、地域が協力して子供たちを守ってい

けますよう、今後もご協力をお願いいたします。 

                                

令和５年 ４月２８日

                                    千葉市立弥生小学校 

 

プライベートゾーンは、水着で隠れるところ・口や顔であり、自分だけの大切

なもの。守らなければならないルールがある。 

（１） 人に見せたり触らせたりしてはいけないこと 

（２） 自分の体と同じように、他の人のプライベートゾーンを見せろと言った

り、たたいたり、蹴ったりしてはいけないこと 

（３） プライベートゾーンを見たり触ろうとしたりする人や、自分のプライベ

ートゾーンを見せたり触らせたりしてくる人に会ったら、 

・「やめて」ときっぱり言う 

・すぐにその場から逃げる 

・近くにいる大人に助けを求める 

（４） 自分や周囲の人の体、命を大切に思える人になること 

（５） プライベートゾーンを見られたり触られたりする被害にあったり、見た

りしたときには、必ず担任の先生や保健の先生など一番話しやすい先生

や大人に相談すること 

 


